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【高大連携企画 セミナー】 

「新教育課程における高大接続」 
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2017.8.7 平成 29 年度高大連携物理・化学教育セミナー 

 

新教育課程とは 

大阪大学 全学教育推進機構 

川内 正 

１ 教育改革の流れ 

 中央教育審議会答申 H26.12.22 

 高大接続システム改革会議 H27.1.16～最終報告 H28.3.31 

 理科ワーキンググループ H27.11.10～審議の取りまとめ(報告)H28.8.26 

   その後も，共通テスト，個別テストについて検討 

      最新情報：高大接続改革の実施方針等の策定について（平成 29 年 7 月 13 日） 

 

２ 授業改革 

   「知識・技能を受動的に習得する能力が重視されたこれまでの時代の教育」から， 

   “混とんとした状況の中で新たな価値を創造していく資質や能力を育む教育”へ 

 

 高校 

   学力の三要素 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性を持って協働して学ぶ態度 

   「進捗状況」(H29.5.16)では 

    『生徒の資質・能力を育成する「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング 

    の視点による学びの改善）について，学習指導要領と一体で議論』 

 

 大学 

   一方的な知識の伝達にとどまる授業も見られる，学生の力を伸ばしているかの社会からの 

  評価も厳しい。 

   能動的学習の方法を身に付けてきた多様な入学者の力を更に向上させる。 

   ディプロマ・カリキュラム・アドミッションの３ポリシーに基づく大学教育。 

   育成を目指す人材像やそのための具体的な教育活動について明確化・可視化。 

    スタッフ・ディベロップメントの機会を充実。 

 

３ 入試改革        スケジュール (高大接続システム改革会議最終報告 H28.3.31) 

 

４ 詳細 

   求められる学習過程   理科ワーキンググループ審議まとめ H28.8.26 資料 5 

   共通テスト／個別テスト では記述式重視 (現中３生の大学入試(H33 入試)から) 

   調査書(指導要録)に評価を詳しく記載   調査書の枚数制限撤廃 

 

５ 学習指導要領の改訂 

   新指導要領  高校は平成 34 年度から年次進行 

   学習指導要領の項目は大きくは変わらないが，教科書の見た目は変わる 

   中学の例 

 

 以上のような教育改革の時代に学んできた高校生は大学でどのように発展するのか，これを，生

徒を大学に送る高校の立場から，また，生徒を受け取る大学の立場から，考えたい。    
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